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Top Message

　２０１６年年末に気候変動枠組条約第22回締約国会議(COP22)が開催されました。21世紀末までに温室効果ガスの排出を
ゼロにすることを世界が約束した「パリ協定」が発効して初めての国際交渉の場であるこの会議において、日本もパリ協定のルー
ル作りを積極的に推進していく事を表明しました。また改正FIT法※１の施行により日本国内の再生エネルギー導入は更に加速し
ていくことが予想されます。廃棄物適正処理を中心に事業を展開してきた当社におきましては、これまで蓄積してきた環境関連
の経験、ノウハウを活かした廃棄物有効活用による再生エネルギー分野への展開等、循環型社会の形成に向け貢献できる可能
性が拡がってくるものと期待しています。

　２０１６年度、当社は主力の産業廃棄物処理においては、川崎物流センターの積替保管許可品目の追加（低濃度PCB）と積替
保管施設の有効活用、及び事業提携先との関係強化に務めました。廃棄物適正処理事業に加え、廃棄物有効活用の切り口から
の再生エネルギーやリサイクル分野への新たな事業展開の準備を開始しました。環境エンジニアリング事業は、当社の強みをよ
り生かすべく、水質改善による水道管の長寿命化提案及び独自の活性炭吸着技術を駆使した溶剤回収・脱臭・排ガス処理事業
へ注力する方向性を明確にしました。また、ISO9001(品質)の取得により従来のISO14001(環境)との統合マネジメントシス
テムを導入するとともにICT※２を活用した社内インフラの構築を進めました。

　社長就任以来、私はS(差別化)、K(顧客視点)、K(こだわり)を当社の共通の価値観として、SKKに根差した企業風土を醸成
しようと申し上げてきました。この意識を高め、徹底し、行動規範まで高めていくことにより、はじめてステークホルダーの皆
様からS(さすが）K(クレハ）K(環境)と言っていただけるのだと思います。

　今後とも事業展開の基盤となる安全・安心・信頼をベースに、当社の一人一人が挑戦する意欲をもち、社会から認められ、
求められる企業を目指して取り組んでまいります。

					�      ※１．電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法
					     　　※２．情報処理や通信に関する技術、産業、設備、サービスなどの総称

　　　　代表取締役社長

名 武  克 泰

人と自然の
　未来のために
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レスポンシブル・ケア（RC）とは…
　化学物質を製造または取り扱う事業者が自己決定・自己責任の原則に基づき、化学物質の開発から、
製造、流通、使用、最終消費を経て廃棄・リサイクルに至る全ライフサイクルにわたって「環境・安全・健
康」を確保する改善活動を継続的に行い、社会との対話・コミュニケーションを行うことです。
　クレハグループは１９９５年にRC活動の実施を社会に対して宣言しました。
　本報告書はクレハ環境のRC活動をステークホルダーの皆様にご報告するために発行しました。

■参考にしたガイドライン　『環境報告書ガイドライン２０１２年度版』
　　　　　　　　　　　 『環境報告書の記載事項等の手引き(第３版)』 　　　…以上、環境省

■対象期間　2016年４月１日～ 2017年３月３１日
　　　　　　一部2017年度内および今後の予定を含みます。

■対象範囲　㈱クレハ環境全部署

■免責事項　�本報告書には、発行時点における計画または将来予測が含まれています。この将来予測に
ついては諸条件の変化により異なったものとなる可能性があります。また、記載の表やグ
ラフの数値は算出方法の見直し等により、一部過年度データを修正している項目がありま
す。皆様にはご了解いただきますようお願いいたします。

レスポンシブル・ケア方針 
（クレハグループ方針）

 国際規則や法令を守ります
 地球環境に配慮し、安全な操業をします
 安全な製品を社会に提供します
 環境・安全の情報を管理し、役立てます
 社会とのより良い関係を築きます

Top Message�
事業の概要� ４
事業活動に係る環境配慮� ５
各種資源投入量＆廃棄物処理量＆
温室効果ガス他の排出量
　　全社合計編� ６
　　ウェステックいわき編� ８
　　ウェステックかながわ編� １２
環境配慮経営の経済的側面� １６
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目次

クレハグループＲＣ協議会
分 科 会

● 環境保全／エネルギー管理分科会
● 保安防災／労働安全衛生分科会
● 製品安全・品質保証／物流安全分科会
● 地域との共生分科会

クレハエンジニアリング

クレハ錦建設

レジナス化成

クレハエクストロン

クレハ分析センター

クレハ エクステック

クレハ運輸

クレハ環境

クレハ合繊

クレハ
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クレハ環境の企業理念
 �人と社会そして地球環境との調和を大切にする会社をめざして、たゆまぬ努力を続けます。

 �安全なサービスと商品を提供し、住みよい豊かな社会づくりに貢献します。

 �地域に根ざした会社として、地域と共に発展し続けます。

 ��法令および社会的規範を遵守し、オープンな企業活動を通じて、社会から信頼される誠実な企業市
民をめざします。

 ��社員一人一人が互いの人格、個性を尊重し、創造力とチームワークを最大限に高め、魅力あふれる
企業風土をつくります。

 �時代の流れを先取りした技術の研究と開発に、情熱を持って取り組みます。

法令・規則・自主基準を順守し、統合マネジメントシ
ステムによる品質・環境・労働安全衛生に関わる諸活
動を通じ、地域および事業を取り巻くステークホル
ダーの信頼を深め、企業価値の向上に努める。

●�提供する製品・サービスの品質を向上させ、顧客満
足度アップを目指す。

●環境事業の経験を活かし、環境保護に努める。

●�活発な安全衛生活動を通じてより安心安全な職場造
りを行う。

考え方/目標/目的

活 動 方 針

マネジメントシステム基本方針
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事業の概要

会社概要 
商 号 株式会社クレハ環境

本 社 所 在 地 〒９７４－８２３２　福島県いわき市錦町四反田３０番地

主 な 事 業 所 本社、ウェステックいわき、ウェステックかながわ

設 立 １９７１年１２月１日

資 本 金 ２億４０００万円

従 業 員 数 ３５１名(２０１７年３月末)

事業概要及び業績

主 要 な 事 業 産業廃棄物の収集運搬・処分、
建設業（環境エンジニアリング）、発電事業他

８,５４４

１,２２８

８,９２７ 

１,１７１ 

０

２,０００

４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

２０１４年度 ２０１５年度

8,653

1,018

２０１６年度

売上金額 営業利益 (百万円)
売上高・利益実績推移

部門別売上構成比 (2016年度)

　これからもクレハ環境は環境改善・
社会貢献・ガバナンスのそれぞれの面
での努力を惜しまず、模範となるＥＳ
Ｇ企業を目指して必要な改革を進めて
まいります！

経営企画本部
　経営企画部長　谷口　武士(写真左)

　調達部長　　　坂本　裕二(写真右)

ウェステック
いわき
６６％

環境
エンジニア
リング
１７％

ウェステック
かながわ
１７％

売上高
8,６５３百万円
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事業活動に係る環境配慮

環境マネジメントシステム（EMS）の構築及び運用状況
　当社は、ＩＳＯ１４００１：２００４年版を、２０１７年３月２４日付けで対象を全社に拡大しＩＳＯ１４００１：２０１５
年版へ更新しました。
　環境管理委員会は１か月に１回、環境活動の進捗把握を目的として開催しました。また、その前段の会議として、議
論をする場、進捗の詳細な確認の場として１週間に１回、環境影響検討会を開催しました。

２０１６年度　ＩＳＯ１４００１の環境目標
環　境　目　標 結果 説　明目 標 値

地域社会とのコミュニケーションの充実及び質の向上 年20回以上
達成 コミュニケーション・ステークホルダー対応として、昨年度

に引き続き継続実施です。地域美化活動の実施及び質の向上 年10回以上
環境啓発活動を５回／年実施 ５回／年 達成 社内報等を利用しての環境教育です。

ＲＣ報告書2016の作成 日本語版・英語版
それぞれ１回／年 達成 日本語版、英語版の「ＲＣ報告書２０１６」を発行します。

環境影響評価点を１点以上低減 １点以上低減
達成及
び維持
継続

ウェステック事業部では、環境影響評価を１点以上、下げる
ことを目標としています。そのため、具体的項目として「手
順の見直し」等を行います。

廃棄物引取り時に於ける交通事故や設備の不備・荷姿
不備による廃棄物の飛散・漏洩事故を防止 漏洩事故0件 達成 教育や訓練を実施し漏洩事故０件を目指します。

既納環境装置の安定運転 － 達成
ＩＳＯ１４００１登録範囲外の環境技術課の環境目標です。定期
検査時の性能維持として、具体的な項目では回数で目標値を設
定しています。

ウェステックいわきシリコン廃油臭気低減 － 達成 ウェステックいわきの設備サポートとして、設定しています。

排出事業者への啓発活動 １回／年 達成 昨年に引き続き、廃棄物排出事業者、収集運搬協力業者を対象
とした啓発活動として弁護士講演会を開催します（P29参照）。

取り組みの体制 環境管理委員会

環
境
管
理
責
任
者

環
境
管
理
責
任
者
代
理

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
部
署

社
　
長

主任内部監査員
内部監査チーム

環境報告の信頼性に係る内部統制
　当社では、認証範囲のすべての部署で、年に１回、

ＩＳＯ１４００１内部監査を実施しています。２０１６年
度は、ＩＳＯ９００１：２０１５年版の新規取得と合わせ、

ＩＳＯ１４００１：２０１５年版への更新がありましたの
で、内部監査については、両規格合わせて実施しまし
た。また、外部機関による審査を継続して受審して
いますが、２０１６年度の不適合はありませんでした。

登録証
IＳＯ９００１
新規取得
しました。

※ISO14001の付属書は、ISO9001の「登録活動範囲」「関連事業所」と同内容のため、割愛いたします。
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　２０１６年度は、２０１５年度に
比べエネルギー使用量は約２％、
エネルギー使用原単位は約３％減
少しています。

各
種
資
源
投
入
量
＆
廃
棄
物
処
理
量
＆
温
室
効
果
ガ
ス
他
の
排
出
量

エネルギー投入量

原材料の合計量
　廃棄物処理後の排ガス、処理残
さ等を排出基準以下にするために
原材料を使用しています。

水資源投入量
　ウェステックいわきは工業用水、
ウェステックかながわは上水道を
使用しています。

　ウェステック事業部は、いわき、かながわ二つの拠点で、それぞれの施設の
特徴を生かしながら環境負荷低減に取り組んでおります。特筆すべきは、かな
がわの焼却熱回収発電量は、いわき・かながわ両拠点すべての施設で消費する
電力を賄える量に達しており、余剰電力は外部供給しております。つまり当社
の廃棄物処理事業は電力購入ゼロで運営しております。

環境管理責任者（取締役専務執行役員ウェステック事業部長）　堀口 司

３,３３０ 
２,９９６ 

０
５００

１,０００
１,５００
２,０００
２,５００
３,０００
３,５００
４,０００
４,５００

２０１４年度 ２０１５年度

エネルギー使用量

エネルギー使用原単位

０.３７３ ０.３５１

０.０００

０.１００

０.２００

０.３００

０.４００

０.５００

０.６００

０.７００

２０１４年度 ２０１５年度

２,９4８

２０１６年度

０.３41

２０１６年度

（原油換算：㎘）

(対売上げ：㎘/百万円）

２０１４年度 ２０１５年度

水資源投入量

０

５００

１,０００

１,５００
（千㎥）

■ 上水道使用量（かながわ）　

■ 工業用水使用量（いわき） ５８ 

１,２６２ 

５８ 

１,１９２

２０１６年度

５９ 

1,229

３,３３０ 
２,９９６ 

０
５００

１,０００
１,５００
２,０００
２,５００
３,０００
３,５００
４,０００
４,５００

２０１４年度 ２０１５年度

エネルギー使用量

エネルギー使用原単位

０.３７３ ０.３５１

０.０００

０.１００

０.２００

０.３００

０.４００

０.５００

０.６００

０.７００

２０１４年度 ２０１５年度

２,９4８

２０１６年度

０.３41

２０１６年度

（原油換算：㎘）

(対売上げ：㎘/百万円）

２０１４年度 ２０１５年度

原材料の合計量

０

２,０００

４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

１２,０００

９,６５６ ９,８２１

２０１６年度

10,149

（ｔ）



TOTAL

合計
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環境負荷まとめ

ウェステックいわき
ウェステックかながわ
本社
各営業所・各出張所

INPUT
エネルギー使用量

（原油換算）　� ２，９４８㎘
購入原材料　� １０，１４９ｔ
水資源投入量�１，２８８千㎥
廃棄物受入量１０３，１９４ｔ

OUTPUT
排水量� １，２２９千㎥
廃棄物排出量�  ２８，１９６t

リサイクル量    � ９，２７６t
最終処分量    �  １８，９２０t

CO2排出量（炭素換算）
� ４３，６３７t

２０１４年度 ２０１５年度

温室効果ガス排出量

０.００

２.００

４.００

６.００

８.００

１０.００

０

１０,０００

２０,０００

３０,０００

４０,０００

５０,０００
■ ＣＯ２排出量(Ｃ換算：ｔ)　　     原単位(対売上げ：ｔ/百万円)

４２,４００ ４１,９００ 

４.７５ ４.９０

２０１６年度

43,637

5.04

温室効果ガス排出量

廃棄物排出量の内訳

２０１４年度 ２０１５年度

２０１４年度 ２０１５年度

廃棄物受入量と廃棄物排出量
■ 廃棄物受入量 合計　■ 廃棄物排出量 合計

１１１,８１５ １０８,０８１

３１,２５３ 

２０１6年度

103,194 

28,196３４,５０５ 

０

２０,０００

４０,０００

６０,０００

８０,０００

１００,０００

１２０,０００ （ｔ）

（ｔ）
■ 最終処分場 合計 ■ リサイクル量 合計     廃棄物排出量 合計

２８,９１５ 
２１,２５５ 

５,５９０ 

９,９９８ 

３４,５０５ 
３１,２５３ 

２０１６年度

18,920

9,276

28,196

０
５,０００

１０,０００
１５,０００
２０,０００
２５,０００
３０,０００
３５,０００
４０,０００

廃棄物受入量と廃棄物排出量
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エネルギー投入量

２,６５０ ２,５４３

０
５００

１,０００
１,５００
２,０００
２,５００
３,０００
３,５００
４,０００
４,５００

２０１４年度 ２０１５年度

２,６４５

２０１６年度

２０１４年度 ２０１５年度

０.４５３ ０.４３５ 

２０１６年度

０.４６６

０.０００

０.１００

０.２００

０.３００

０.４００

０.５００

０.６００

０.７００

エネルギー使用量

エネルギー使用原単位

（原油換算：㎘）

(対売上げ：㎘/百万円）

原材料の合計量
　廃棄物処理後の排ガス、処理残
さおよび排水等を排出基準値以下
にするために、水酸化マグネシウ
ム、水酸化ナトリウム等を使用し
ています。

２０１４年度 ２０１５年度
０

２,０００

４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

１２,０００
原材料の合計量 （ｔ）

 ７,２８０  ７,１７２

２０１６年度

 ７,４８０

各
種
資
源
投
入
量
＆
廃
棄
物
処
理
量
＆
温
室
効
果
ガ
ス
他
の
排
出
量

　２０１６年度のエネルギー使用原
単位は、対前年比で約７％増加し
ました。

　搬入された廃棄物の保管管理を担当しています。廃棄物
を安全に処理できるように各工程ごとに仕分け管理し、保
管中の廃棄物の臭気や荷姿状態を常に監視し、外部への漏
洩や拡散の未然防止に努めています。
　写真は、保管中の廃棄物の状態、および数量確認作業。

前処理課仕分係長　佐藤　勝也
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水資源投入量

温室効果ガス排出量
　２０１６年度のＣＯ2排出量(炭素換算)は、
２０１５年度に比べ微減ですが、原単位は、
約２％の増加です。

　ウェステックいわきでは、工業用水を使用
しています。

２０１４年度 ２０１５年度

１,１９２

２０１６年度

１,２２９１,２６２ 

０

５００

１,０００

１,５００

２,０００

水資源投入量

■  工業用水使用量 （千㎥）

廃棄物受入量と廃棄物排出量

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１４年度 ２０１５年度

７０,６４５

２２,４２８

６５,３７２

１７,９８４

２０１６年度

６０，０９８

１５,４４０

０
１０,０００
２０,０００
３０,０００
４０,０００
５０,０００
６０,０００
７０,０００
８０,０００

廃棄物受入量と廃棄物排出量 廃棄物排出量の内訳
■ 廃棄物受入量 合計　■ 廃棄物排出量 合計

（ｔ）

２０,９５１ 
１６,２６６ 

１,４７７ 

１,７１８ 

２２,４２８ 

１７,９８４ 

２０１６年度

13,955

1,485
１５，４４０ 

０ 

５,０００ 

１０,０００ 

１５,０００ 

２０,０００ 

２５,０００ （ｔ）
■ 最終処分場 合計 ■ リサイクル量 合計　　廃棄物排出量 合計

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

温室効果ガス排出量
■(全)ＣＯ２排出量(炭素換算：ｔ)　　     原単位(対売上げ：ｔ/百万円)

２５,１６９ ２４,３４２ ２４,１５４

３.５０

４.００

４.５０

５.００

５.５０

０

１０,０００

２０,０００

３０,０００

４０,０００

４.３１ ４.２５４.１７
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　２０１６年度の焼却炉排煙の硫黄酸化物濃度、塩化水素濃度、窒素酸化物濃度、ばいじん
濃度は、廃棄物処理施設の適正な維持管理により全て自主基準値以下で法令等の排出基準
を遵守しています。
※排出基準値は、大気汚染防止法の排出基準値を記載しています。

硫黄酸化物濃度（最大値）
※硫黄酸化物濃度については、排出基準値
（大気汚染防止法）Ｋ値６です。また、いわ
き市との公害防止協定でウェステックい
わき各炉の排出基準はＫ値４.５です。
　ウェステックいわきでは、Ｋ値をppm換算
して自主基準値１００ppmを設定してい
ます。
　Ｋ値をppm換算する場合、排ガス量によ
り換算値が変動しますが、この表では、排
出基準値、いわき市との協定値、自主基準
値の比較をしやすくするため、Ｋ値４.５=
３１７ppmと表記しています。
※今年度の最大値は、７号炉Ｋ値換算で0.16、
８号炉測定下限値未満となっています。

５９
７０

０
２０
４０
６０
８０

１６０
１７０

２0０
２5０

７号炉 ８号炉

窒素酸化物濃度（最大値） (volppm)

13

０
１０

７０
８０
９０

６９０
７００
７１０

７号炉 ８号炉

塩化水素濃度（最大値）
排出基準値

自主基準値

(mg/㎥N)

０.０３２

０
０.０１

０.０６
０.０５
０.０４
０.０３
０.０２

０.０７
０.０８
０.０９

７号炉 ８号炉

ばいじん濃度（最大値） (g/㎥N)

排出基準値

自主基準値

排出基準値

０.１６
０
０.０５
０.１
０.１５
０.２
０.２５
０.３
０.３５
０.４
０.４５
０.５
０.５５

０
５
１０
１５
２０
２５
３０
３５

７号炉 ８号炉

１.２８
１.３３
１.３８
１.４３
１.４８
１.５３

９０
９５
１００
１０５
１１０

自主基準値（１００ppm）

５.９
５.９５
６
６.０５
６.１

４１６
４２１
４２６

(volppm)

排出基準値（Ｋ値６）

４.４
４.４５
４.５
４.５５
４.６

３１０
３１５
３２０ いわき市との協定値（Ｋ値４.５）

(Ｋ値)

１１

自主基準値

０.０３２

※測定下限値
（1.5）未満

※測定下限値
（1.0）未満

各
種
資
源
投
入
量
＆
廃
棄
物
処
理
量
＆
温
室
効
果
ガ
ス
他
の
排
出
量

大気汚染、生活環境に係る負荷
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　PRTR(化学物質排出移動量届出)制度とは、事業者
が対象化学物質を排出・移動した際には、その量を把
握し、公表する制度です。

　ダイオキシン類については、全て自主基準値以下で
法令等の排出基準を遵守しています。

６ ６ ６

１９
１４

6.1 6.16.1６.３

０

５

１０

１５

２０

ＰＲＴＲ対象物質の排出量・移動量

(kg/年)
■テトラクロロエチレン　■トリクロロエチレン　■ベンゼン

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

排出基準値

０.００７５ ０.００６６
０

０.０２

０.０４

０.０６

０.０８

０.１０

０.１２

１.００
０.９８

７号炉 ８号炉

ダイオキシン類（最大値）

自主基準値

(ng-TEQ/㎥N)

環境負荷まとめ

ウェステックいわき

INPUT
エネルギー使用量

（原油換算） � ２，６４５㎘

購入原材料 � ７，４８０t

水資源投入量�１，２２９千㎥

廃棄物受入量� ６０，０９８t

OUTPUT
排水量　　� １,２２９千㎥
廃棄物排出量� １５，４４０t

リサイクル量　� １，４８５t
最終処分量　� １３，９５５t

CO2排出量（炭素換算）
� ２４，１５４t

化学物質の排出、移動量

有害物質の排出量
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　２０１６年度のエネルギー投入量
は、２０１５年度に比べると約９％
削減し、原単位も同じく約２％の減
少となっています。

各
種
資
源
投
入
量
＆
廃
棄
物
処
理
量
＆
温
室
効
果
ガ
ス
他
の
排
出
量

エネルギー投入量

　廃棄物処理後の排ガス、処理残
さおよび排水等を排出基準値以下
にするために、消石灰、重金属安
定剤、活性炭等を使用しています。

原材料の合計量

　発電の燃料にもなる、廃棄物の受け入れと前処理を
担当しています。受け入れ時に廃棄物の内容を確認し、
必要に応じ廃棄物を小さくするための破砕を行います。
その際、再利用できる金属は分別するなど、資源の回
収にも取り組んでいます。

かながわ処理部処理技術課前処理GL　阿部　勇介

２０１４年度 ２０１５年度

エネルギー使用量

５４９

０

５００

７５０

２５０

１,０００
（原油換算：㎘）

２０１４年度 ２０１５年度

エネルギー使用原単位

０.３５０

０.１９６

０.０００

０.１００

０.２００

０.３００

０.４００

０.５００

０.６００

０.７００
(対売上げ：㎘ /百万円）

３２２

２０１６年度

２０１６年度

０.１９２

303

２０１４年度 ２０１５年度

原材料の合計量

０

２,０００

３,０００

１,０００

４,０００
（ｔ）

２,６４９

２０１６年度

２,６６９
２,３７６
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水資源投入量

温室効果ガス排出量
　２０１６年度のＣＯ2排出量(炭素換算)
は、２０１５年度に比べ約１２％の増加
となり、原単位は、約２０％の増加です。

　ウェステックかながわでは、クローズドシス
テムを採用しています。水資源の投入は、上
水道を使用しています。

２０１４年度 ２０１５年度

水資源投入量

５８ 

２０１６年度

５９５８ 

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０ （千㎥）■ 上水道使用量

２０１４年度 ２０１６年度２０１５年度

温室効果ガス排出量

１７,１９２

１０.９６ 

１７,４６６

１０.６３

１９,４83

１２.７９

０.００
２.００
４.００
６.００
８.００

１０.００
１２.００
１４.００
１６.００

０

５,０００

１０,０００

１５,０００

２０,０００
■  ＣＯ２排出量(炭素換算：ｔ)　　     原単位(対売上げ：ｔ/百万円)

廃棄物受入量と廃棄物排出量

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１４年度 ２０１５年度

廃棄物受入量と廃棄物排出量 廃棄物排出量の内訳

１３,２６９１２,０７７ 

０
５,０００

１０,０００
１５,０００
２０,０００
２５,０００
３０,０００
３５,０００
４０,０００
４５,０００

■ 廃棄物受入量 合計　■ 廃棄物排出量 合計
（ｔ） （ｔ）

２０１６年度

１２,７５６

■ 最終処分場 合計 ■ リサイクル量 合計　　廃棄物排出量 合計

７,９６４
４,９８９ 

４,１１３
８,２８０ 

１２,０７７
１３,２６９ 

２０１６年度

４,９６５ 

７,７９１

12,７５６

０ 
２,０００ 
４,０００ 
６,０００ 
８,０００ 

１０,０００ 
１２,０００ 
１４,０００ 
１６,０００ ４１,１７０ ４２,７０９ ４３,096
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０

１０

２０

３０

４０

２５０

５０

２６０

１号炉 ２号炉 ３号炉

窒素酸化物濃度（最大値）
(volppm)

自主基準値

ばいじん濃度（最大値）

３９ ３０
１６

０
２０
４０
６０
８０

１００

７２０
７００

１号炉 ２号炉 ３号炉

塩化水素濃度（最大値）

自主基準値

排出基準値

排出基準値

(mg/㎥N)

０

０.０２

０.０４

０.０６

０.０８

０.１

１号炉 ２号炉 ３号炉

自主基準値

排出基準値

(g/㎥N)

４５
３８ ４１

硫黄酸化物濃度（最大値）

８
８.５
９

９.５
１０

各炉ごとの排出基準値

０.３７２
０.３３
０.３５

０
０.５
１

１.５
２

２.５
３

各炉最大値

３炉合計の県条例・自主基準値
■３号炉
■２号炉
■１号炉

(㎥N/h)
※硫黄酸化物濃度については、排出
基準値（大気汚染防止法）Ｋ値規
制は、各炉ごとに９.０７㎥N／h
です。また、神奈川県条例でウェス
テックかながわ３炉全体の総量
規制は２.５２㎥N／hです。
　ウェステックかながわでは、総量
規制２.５２㎥N／hを自主基準値
としています。

※測定下限値（０.００１）未満

各
種
資
源
投
入
量
＆
廃
棄
物
処
理
量
＆
温
室
効
果
ガ
ス
他
の
排
出
量

大気汚染、生活環境に係る負荷
　２０１６年度の焼却炉排煙の硫黄酸化物濃度、塩化水素濃度、窒素酸化物濃度、ばいじん
濃度は、廃棄物処理施設の適正な維持管理により全て自主基準値以下で法令等の排出基準
を遵守しています。
※排出基準値は、大気汚染防止法の排出基準値を記載しています。
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　ウェステックかながわでは、PRTR制度に該当す
る化学物質(ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラ
クロロエチレン他)の取り扱いはありません。

　ダイオキシン類については、全て自主基準値以下で
法令等の排出基準を遵守しています。

排出基準値・自主基準値

(ng-TEQ/㎥N)

０.９
１

１.１
１.２

０.０４４ ０.０６２
０

０.１
０.２
０.３

１号炉 ２号炉 ３号炉

ダイオキシン類（最大値）

０.３５

０

５

１０

１５

２０

PRTR対象物質の排出量・移動量

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

＜取り扱いなし＞

■テトラクロロエチレン　■トリクロロエチレン　■ベンゼン
(kg/年)

環境負荷まとめ

ウェステック
かながわ

INPUT
エネルギー使用量

（原油換算）� ３０３㎘

購入原材料� ２，６６９t

水資源投入量� ５９千㎥

廃棄物受入量 � ４３，０９６t

OUTPUT
排水量　　　　   � ０千㎥
廃棄物排出量� １２，７５６t

リサイクル量� ７，７９１t
最終処分量� ４，９６５t

CO2排出量（炭素換算）
� １９，４８３t

化学物質の排出、移動量

有害物質の排出量
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環境配慮経営の経済的側面

環境対策投資金額
　２０１４年、２０１５年で低濃度PCB筐体建屋(⑤産業廃棄物・リサイクル対策)、8号炉汚泥ピット前室設置(③公害
対策（騒音､ 振動、悪臭）)等の投資案件が終わりました。２０１６年度は、④省エネ・ＣＯ２排出削減のためにハイブリッ
ト重機を導入しました。

環境対策投資金額 （百万円）

分　　　類 2014 2015 2016

①公害対策（水質） 17.75 12.23 0.00

②公害対策（大気） 16.61 8.90 17.11

③�公害対策（騒音､ 振動、悪臭） 54.52 149.56 15.45

④�省エネ・ＣＯ2排出削減 12.35 6.84 23.20

⑤�産業廃棄物・リサイクル対策 321.48 338.06 17.06

⑥�土壌・地下水汚染対策 0.55 23.90 0.00

⑦緑化促進 0.00 2.76 0.00

①公害対策（水質）

②公害対策（大気）

③公害対策（騒音､振動、悪臭）

④省エネ・ＣＯ２排出削減

⑤産業廃棄物・リサイクル対策
⑥土壌・地下水汚染対策

⑦緑化促進

（百万円）

０.００

１００.００

２００.００

３００.００

４００.００

５００.００

６００.００

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

環境対策投資金額
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環境に関する規制等の順守状況

２０１６年度環境に関する法令・規制等の順守状況
　当社はマネジメントシステム基本方針に「法令・規制・自主基準を順守」の一文を掲げています。法令等の順守のため
に、当社は１９９８年に認証を取得した国際規格ISO１４００１を活用し、法令・規制等の登録、順守状態の評価を実
施しています。評価の結果、2016年度も順守状態を維持していることを確認しています。

主な環境に関する法令・規制と順守評価一覧 （２０１６年度）
№ 法令等の名称 内　　容　　等 № 法令等の名称 内　　容　　等

１ 公害防止協定
（いわき市～クレハ環境）

大気汚染の防止対策関連 ８
廃棄物の処理及び
清掃に関する法律第１２条
の３第７項

産業廃棄物管理票交付等状
況報告関連

振動・騒音等の防止対策関
連 ９

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律第１４条、
第１４条の４

産業廃棄物、特別管理産業
廃棄物の収集運搬業許可基
準関連

悪臭の防止対策関連 １０
廃棄物の処理及び
清掃に関する法律第４条
の４第２項

産業廃棄物処理施設の行政
による定期検査関連

大気汚染に係る測定関連 １１ 消防法第１６条の５ 危険物貯蔵所等の行政立入
検査関連

悪臭物質、産業廃棄物に係
る測定関連 １２

特定化学物質の環境への
排出量の把握等及び管理
の改善の促進に関する法
律(PRTR法）第５条の２

第一種指定化学物質の排出
量及び移動量の届出義務関
連

２ 公害防止協定
（クレハ～クレハ環境）

排水基準関連 １３ エネルギーの使用の合理
化に関する法律第１５条

特定事業者のエネルギー使
用量の定期報告義務関連

排水に係る測定関連 １４ 水質汚濁防止法第１４条５
項

有害物質使用特定施設及び 
貯蔵指定施設の定期点検関
連

３ ダイオキシン類対策
特別措置法第２８条

排ガス、排水中のダイオキ
シン汚染の状況調査関連 １５ 水道法第１３条 水道事業者の給水開始前水

質測定関連

４
金属等を含む産業廃棄物 
に係る判定基準を定める
省令第１条

燃え殻、脱水汚泥に係る埋
立処分に係る判定基準関連 １６

低濃度PCB廃棄物収集・
運搬ガイドライン、低濃度
PCBの処理に関するガイ
ドライン

低濃度PCB廃棄物収集運
搬、処理の基準関連

５
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律第１５条の２
第３項

廃棄物処理施設の維持管理
基準関連 １７

フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関す
る法律

フロン類の破壊量報告関連

６
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律第６条の３、
５

産業廃棄物及び特別管理産
業廃棄物の保管基準関連

１８

東京都環境確保条例
神奈川県生活環境の保全
等に関する条例
千葉県ディーゼル自動車か
ら排出される粒子状物質
の排出の抑制に関する条
例
埼玉県生活環境保全条例

ディーゼル車運行規制関連

７ 地球温暖化対策の推進に
関する法律第２６条

温室効果ガス
算定排出量の報告
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ステークホルダーへの対応状況

第１４回CSR地域対話集会への参加

　2016年11月30日、株式会社クレハいわき事業所が主催する第１４回ＣＳＲ地域対話集会に参加いたしました。　　　　　　　　　　　　　
　当社は、「クレハ環境のＲＣ活動」について発表し、地域の皆様にご聴講いただきました。

地区交流会視察風景
　本社周辺の自治会役員様及び住民の
皆様参加の視察会等を定期的に実施し
ています。

ウェステック
かながわの見学風景
　ウェステックかながわは、個人から学校関
係、企業、自治会、婦人会など多数の皆様が
来社されております。見学ルートでは破砕作
業や焼却炉の運転操作状況などを見ることが
でき、廃棄物処理の流れを紹介しています。
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生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況

　地域のリサイクルフェア
に従業員が参加し、不法投
棄防止啓発活動を行いまし
た。

　全国ごみ不法投棄監視ウィークに行われた不法投棄廃棄物撤去活
動に参加し、不法投棄された廃棄物の撤去を行いました。

　毎年６月と１０月に行われるいわきのまちをき
れいにする市民総ぐるみ運動に１００名を超える
従業員が参加しております。

購入品について
　グリーン購入法に適合（環境にやさしい製品）したコピー用紙、トイレットペーパー等を購入しています。

地球温暖化対策
　環境省では、地球温暖化対策及び節電の取組が重要であることから、「クールビズ（COOL BIZ）」、「ウォームビズ

（WARM BIZ）」を推進しています。当社では、「クールビズ」期間を５月１日から１０月３１日まで、「ウォームビズ」
期間を１１月１日から３月３１日までとし、節電の啓発を行いました。

２０１６年６月１日実施 ２０１６年１０月１６日実施

清掃
ボランティア

環境保護活動

　毎年秋に行われる蛭田川河川堤防美化作業に参加い
たしました。 ２０１６年１０月２２日実施

本社屋上太陽光発電設備
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ウェステックかながわのサーマルリサイクル
　ウェステックかながわは焼却炉３基の廃熱を回収するサーマルリサイクル発電により最大４,８００kWhの発電能力が
あります。発電された電力はウェステックかながわで使用し、余剰電力は売電しています。余剰エネルギーを電力の形
で社会に還元し、環境負荷低減に貢献しています。

実施した主な臭気対策

※�グラフ中『原因不明』は調査の結果、弊社に臭気元が見つからないものを指します。
風向き等から明らかに弊社原因ではないと判断されるものも含みます。

臭気苦情の件数推移

２０１４年 ２０１５年 ２０１６年

■臭気苦情
 （原因不明）

■臭気苦情
 （当社原因） 

０ 

２ 

４ 

６ 

８

１０

４月 ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  １０月 １１月１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  １０月 １１月１２月 １月 ２月 ３月１月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  １０月 １１月１２月
２０１７年

環境負荷低減のために

廃熱
発生

ボイラー

廃熱を利用して
タービン発電機で発電廃棄物を焼却

蒸気
発生

タービン発電機

ウェステックいわきの臭気対策
　２０１４年から２０１５年末にかけて実施した一連の臭気対策の効果により当社原因の臭気苦情件数を大きく減らす
ことができました。

廃棄物発電量と電力使用量

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
(MWh)

かながわ発電量

いわき使用量

かながわ使用量

発電量 使用量
2014年度

発電量 使用量
201５年度

発電量 使用量
2016年度

８号焼却炉前室（2015年未完成）

※�このグラフは、ウェステックかながわのサーマルリサイクル発電量が、
ウェステックかながわとウェステックいわきの使用電力を全量賄って
なお余剰があることを示しております。

気密性向上対策(実施前) 
壁・屋根にスキマあり（経年劣化、震災由来）

気密性向上対策(2014 ～2015実施） 
スキマ等を全て密閉処置
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微量＆低濃度PCB廃棄物処理

無害化処理の概要
　無害化認定を受けた以下の施設で、安全・確実に処理を行っています。

いままでの微量＆低濃度PCB廃棄物処理実績
年  度 処理量（ｔ）※

２０１４年度 ２, ７６９

２０１５年度 ３, １０４

２０１６年度 ２, ５４３

※絶縁油／廃油、汚染物／処理物の合計

　2016年度より本格的に廃電気機器の処理を開始
し、低濃度PCB廃棄物の取り扱い品目を充実させ
ております。また営業スタッフも充実し、お客様に安
心してご利用いただけるよう丁寧な対応を心掛けて
おります。どうぞお気軽にご相談下さい。

低濃度ＰＣＢ営業課担当課長　本郷　淳

項 　　目 内　　 容

施 設 の 名 称 ７号焼却炉（ロータリーキルン式焼却炉）
８号焼却炉（ロータリーキルン式焼却炉、固定床炉）

施 設 の 種 類
廃ポリ塩化ビフェニル等
ポリ塩化ビフェニル汚染物
又はポリ塩化ビフェニル処理物の焼却施設

施 設 の 場 所 ウェステックいわき（福島県いわき市錦町落合１３６番）
収 集 運 搬 あり（日本国内）

微量＆低濃度PCB廃棄物処理のあゆみ
２００７年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

号
炉
実
証
試
験(１

１
０
０
℃
)

号
炉
低
濃
度

処
理
認
定
取
得
品
目
拡
大

２月 ２月

号
炉
実
証
試
験(８

５
０
℃
)

(８
５
０
℃
)

(８
５
０
℃
)

(８
５
０
℃
)

号
炉
実
証
試
験

号
炉
実
証
試
験

６月
２０１５年 ２０１6年

１月９月 １１月１２月

号
炉
低
濃
度

処
理
認
定
取
得

１２月

号
炉
実
証
試
験

号
炉
微
量

絶
縁
油
処
理
認
定
取
得

㈶

廃
棄
物
処
理
事
業
団
当
時
実
施

７
号
炉
微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
絶
縁
油
処
理
開
始

７
号
炉
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
開
始

７・８
号
炉
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
開
始(８

５
０
℃
)

１
号
炉
実
証
試
験 (１

１
０
０
℃
)

(１
１
０
０
℃
)

(１
１
０
０
℃
)

８
号
炉
及
び
固
定
床
炉
実
証
試
験

（
廃
電
気
機
器
）

固
定
床
炉
認
定
取
得

固
定
床
炉
微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
廃
電
気
機
器
処
理
開
始

７
号
炉
実
証
試
験(1100℃

)

７

７

７ ７ ７

７

７・８

７・８８
号
炉
実
証
試
験

　下記に記載する、すべての低濃度PCB廃棄物を処理することができます。
低濃度PCB廃棄物

微量PCB汚染廃電気機器等 低濃度PCB含有廃棄物

低濃度
PCB廃油

微量PCB汚染絶縁油
電気機器又はOFケーブルに使用された絶縁
油であって微量のPCBに汚染されたもの

低濃度PCB含有廃油
PCB濃度が５,０００㎎ /㎏以下の廃油等（主として液状物）

低濃度
PCB汚染物

微量PCB汚染物
微量PCB汚染絶縁油によって汚染されたもの

低濃度PCB含有汚染物
PCB濃度が５, ０００㎎ /㎏以下の汚泥、紙くず、木くず、繊維くず、廃プラスチック
類、金属くず、陶磁器くず、コンクリート破片等の不要物（金属くず等）に付着
したもののPCB濃度が５, ０００㎎ /㎏以下のもの

低濃度
PCB処理物

微量PCB処理物
微量PCB廃油、低濃度PCB汚染物を処分
するために処理したもの

低濃度PCB含有処理物
PCB廃棄物を処分するために処理したものであって、PCB濃度が５,０００
㎎ /㎏以下のもの（金属くず等は付着物のPCB濃度）
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安全衛生活動

２０１６年度の取り組み
①タッチ＆コールの全社展開
②社長・取締役によるパトロールの実施
③運転者に対して管理職からの注意喚起
④業務用車の運行計画確認

指差呼称
　『指差呼称』は、作業や動作の区切りで作業対象を指差し、その名前やこれから
行う動作を声に出すことです。
　クレハ環境でもこの『指差呼称』を取り入れ、作業時をはじめ車両運転時、工場
内の歩行時など多くの状況での実施を指導しています。また、工場内で作業に当
たる協力会社の方にも励行をお願いしています。
　今年度も指差呼称の徹底を啓発・教育の結果、100％に近い実施率となりまし
た。今後も実施徹底を図ってまいります。

指差呼称実施率� （％）
実　　施 2016年度 2015年度

人 99.0 96.9
フ ォ ー ク リ フ ト 99.6 98.8
大 型 車 両(大 型) 99.4 98.6
乗 用 車 100 98.9
２ ・ ４ ｔ 車 両 99.3 97.8

※調査は毎月実施しており、上記年度平均は通年平均値です。

リスクアセスメント
リスクアセスメント実施状況

リスクレベル
2016年度

件　数 対策実施件数 対策後件数
Ⅳ 安全衛生上、
　 重大な問題がある ３３ ３３ 0

Ⅲ 安全衛生上、
　 問題がある ３２６ ３２６ 11５

Ⅱ 安全衛生上、
　 多少の問題がある ３５７ ２４０ ３５８

Ⅰ 安全衛生上の問題
 　はほとんどない １５２ ４６ ３４４

　 対策によりリスクが
 　なくなった ５１

　リスクアセスメントはクレハグループ全社で推進
しています。
クレハ環境においても

①あらゆる危険性・有害性を特定する
②�特定した危険性・有害性に起因するリスクを想

定し、評価する
③�労働者保護を優先して対処しなければならな

いものを具体的に明確化する
という手順に従い、高リスクの事案からその対策が
実施されています。
　高リスクである、レベルⅣ・Ⅲは全て対策済となっ
ており、レベルⅡ・Ⅰについては、順次実施されて
います。また、新しい作業や作業環境や条件が変
化した際も改めてリスクアセスメントが行われます。

ウェステックいわき社長パトロールタッチ＆コール ウェステックかながわ社長パトロール

⑤指差呼称の徹底・定着
⑥安全意識高揚のための放送
⑦メンタルヘルス向上活動の推進
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防災訓練と安全パトロール
　当社では、消防法に定める危険物あるいは有害物質も取り扱って
います。あってはならない『万が一』に備え、防災訓練をおこなって
おり、毎回発生場所・想定状況を変え、幅広く対応できるように訓
練をしています。ウェステックいわきの総合防災訓練ではいわき市
消防本部勿来消防署様のご協力ご指導を頂いています。さらに地域
役員の皆様をお招きし、非常時に備える当社社員の姿勢をご視察
いただきました。

いわき防災訓練  ２０１６年１０月15日 かながわ防災訓練  ２０１６年10月21日

　管理職によるパトロールを毎月実施してい
ます。複数部署からなるパトロールメンバーに
より、様々な視点から不具合箇所や潜在危険
個所を見つけ、対策が講じられます。
　２０１６年度は足元（段差による転倒）の危険
についての指摘が多く、下記のヒヤリハット状
況にも表れています。

いわきパトロール  （月１回）

かながわパトロール （月１回）

２０１６年度を振り返って
　２０１６年度は、休業災害ゼロなど、人
身災害を前年度より減らし、メンタルヘ
ルスについても社内教育やストレスチェッ
ク導入など順調に進めることができまし
た。しかし、事故総数は前年度とほぼ変
わらず、まだ努力を必要とする状況です。
特に９月に発生したかながわでの外部作
業者薬傷、いわき７号焼却炉供給設備小
火については再発防止策として安全教育
方法やマニュアルの見直し、設備改善等
を行っています。

２０１６年度　ヒヤリハット状況 （潜在災害摘出状況）
種　類 件　数 比　率 種　類 件　数 比　率

挟 ま れ ２２ ２．２０％ 眼 部 受 傷 １３ １．３０％
巻 き 込 み １ ０．１０％ 薬 傷 火 傷 １０７ １０．５０％
転 倒 ２３０ ２２．５０％ 感 電 ０ ０．００％
転 落 墜 落 ２５ ２．４０％ 交 通 事 故 ４３４ ４２．５０％
刺 傷 ・裂 傷 ４２ ４．１０％ 設 備 損 害 １１ １．１０％
打 撲 激 突 ５９ ５．８０％ そ の 他 ３７ ３．６０％
飛 来 落 下 ４０ ３．９０％ 合  計 １，０２１ １００．００％

２０１６年度　災害発生状況
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ２０１６年度合計 ２０１５年度 ２０１４年度

人
身
災
害

休 業 災 害 ０ １ ２
不 休 災 害 １ １ １ ０
赤 チ ン 災 害 １ １ ３ ８
重大ヒヤリ事故 ０ １ ０

物 損 事 故 １ １ １ １ ２ １ １ ８ １０ ６
交 通 事 故 １ ３ ３ ２ １ １ １ １ ２ ４ １９ １５ ２５
そ の 他 １ １ ０ １
合 計 ２ ３ ３ ３ １ ４ １ ２ ２ ２ ３ ４ ３０ ３１ ４２
※「交通事故」は当社敷地外の道路等における事故で通勤途上の事故及び被害事故も含まれています。
※排出事業者先等での車両による設備の破損は物損に含まれます。
※外部作業者による事故は含まれません。

労働災害発生件数	  ０件
延べ労働時間	 ６８１千時間
休業度数率	 ０
休業災害強度率	 ０
※��休業度数率…労働災害者数÷延べ労働時

間×１００万
※�休業災害強度率…労働損失(休業)日数÷

延べ労働時間×１，０００

　2016年度の災害発生件数は昨年度と大きな差
はありませんでした。2017年度は特に人身災害
ゼロを目標にいわき・かながわ・外部の作業現場
等のパトロールを実施いたします。また、昨年度
に引き続きストレスチェックを実施し、従業員のメ
ンタルヘルス不調を未然に防ぐよう努めます。
安全衛生部　安全衛生課　主任　斎藤 格
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ウェステックいわきの紹介
　ウェステックいわきの７・８号焼却炉では、
塩素・シリコン類を含む汚泥、廃プラ、廃酸、
廃アルカリ及び医療系廃棄物を中心に各種廃棄
物を処理しています。　

供給クレーン
二次室

一次燃焼 二次燃焼 急　冷 洗　煙 除　塵

急冷塔

灰ヤード

排水処理設備へ搬　送

洗浄塔 湿式電気
集塵機

ジェット
ファーネス

自動投入設備

ロータリーキルン

クレーンピット

誘引送風機

煙　突

ウェステックいわき ７号焼却炉 ８号焼却炉

８号焼却炉低濃度PCB筐体処理施設８号焼却炉ロータリーキルン交換
計量設備　�計量設備わきの黄色い柱は放射線計測器です。持ち

込まれる廃棄物は放射線を常時計測しています。

７・８号焼却炉
ロータリーキルン方式

７号焼却炉
　汚泥の焼却施設　１８２㎥ /日
　廃油の焼却施設　１１０㎥ /日
　廃プラスチック類の焼却施設　１０４ｔ/日
　シアン化合物の分解施設　２０２㎥ /日
　産業廃棄物の焼却施設　２３８ｔ/日

８号焼却炉
　汚泥の焼却施設　１８２㎥ /日
　廃油の焼却施設　１１８㎥ /日
　廃プラスチック類の焼却施設　１０４ｔ/日
　シアン化合物の分解施設　２６６㎥ /日
　産業廃棄物の焼却施設　２３８ｔ/日

　昨年の火災事故を教訓に、今一度初心に
立ち返り、更なる「安全」文化を築くことで、
ステークスホルダーの皆様に「安心」して頂
き、事業を「安定」継続させ、社会に貢献で
きるように取り組んで参ります。
執行役員ウェステック事業部副事業部長
(いわき処理部長)　　　　　小島 英樹
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ウェステックかながわの紹介

供給クレーン

ボイラー

自動投入設備
ストーカ

燃え殻

※タービン発電機

誘引送風機
廃熱利用

減温
反応塔

バグ
フィルター燃　焼

蒸　気 発　電

除　塵

煙　突ばいじんロータリーキルン

洗　煙

クレーンピット

※タービン発電機へ

流動床

供給クレーン

クレーンピット

ボイラー

誘引送風機
廃熱利用

減温
反応塔

バグ
フィルター

燃　焼

洗　煙

供　給

不燃物回収

除　塵

煙　突ばいじん

蒸　気

１･２号焼却炉
ロータリーキルンストーカ方式

３号焼却炉
流動床方式

　ウェステックかながわに隣接
した積替保管施設である「川崎
物流センター」。 京浜地区に位
置する物流拠点として、お客様
のご要望に幅広く対応できる
サービスを提供させていただい
ています。

　ウェステックかながわは、廃熱利用によるサー
マルリサイクル発電設備を備えており、２０１２年
２月７日に廃棄物処理法において定められた「熱
回収施設設置者認定」を取得しています。前処理
工程による鉄・アルミの自動選別装置、キルンス
トーカ炉と流動床炉において、多様な廃棄物に
対応しています。

　「安全、安心、安定操業」を方針に掲げ、
産業廃棄物の適正処理、焼却廃熱利用発電、
焼却残渣のリサイクルなど、お客様に環境
価値の高いサービスを提供しております。

ウェステック事業部副事業部長
（かながわ処理部長）　　市川 勇治

１・２号焼却炉計
　混合焼却　１４０ｔ/日
　汚泥の焼却施設　１１２㎥ /日
　廃油の焼却施設　１５０㎥ /日
　廃プラスチック類の焼却施設 　８０ｔ/日
　その他産業廃棄物の焼却施設 ２３０ｔ/日

３号焼却炉
　混合焼却　７０ｔ/日
　汚泥の焼却施設　４８㎥ /日
　廃油の焼却施設　７５㎥ /日
　廃プラスチック類の焼却施設 　４０ｔ/日
　その他産業廃棄物の焼却施設 １１５ｔ/日

ウェステックかながわ

見学に対応した研修室前の様子

計量設備
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環境エンジニアリング事業

 VOC排ガス処理設備 
溶剤回収・脱臭・排ガス処理装置 

【GASTAK】
　当社のGASTAKは、排ガス中に
含まれる有機溶剤の回収や、排ガ
ス中の有害・悪臭物質の除去を目
的とした画期的な排ガス処理装置
です。

 水処理設備 
水酸化カルシウム溶液注入設備【オネストライマー】
　水道事業体向け水酸化カルシウム溶液注入設備（オネストライマー）は全国各地の浄水場に導入され、水道
施設（浄水配水設備）の腐食防止、
大幅な寿命延長により、 安全でお
いしい水への水質改善に効果を発
揮しています。

水酸化カルシウム溶液注入設備
（提供：東京都水道局 長沢浄水場）

納入実績
　２０１４年度 ４基 
　　処理ガス量
　　４００～１，３００㎥／ｍｉｎ
　２０１５年度 －
　２０１６年度 －

納入実績
　２０１５年度 １基
　　処理水量
　　　　９，５００㎥／日
　２０１６年度 ２基（建設中）
　　処理水量
　　１２３，０００㎥／日　　　　　

「コンバーテック」
加工技術研究会より抜粋

環境機器の製造・納入を通して
地球の環境保全に貢献しています。

　環境エンジニアリング事業のフロント業務を担当する当部
は、地球環境の保全・保護に貢献することを目指して日本国内
のみならず、海外にも展開しており、独自技術を活かした環境
対策設備の普及に努めています。

環境営業部長　白土 晶浩
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炭酸ガス注入設備
　高ｐＨ値の原水を浄水処理するには、凝集処理時の
原水のｐＨ値を適正にコントロールする必要があります。
ｐＨ値を下げるための薬品は種々ありますが、安全性・
取扱性に優れた薬品である炭酸ガス（二酸化炭素）を用
いた注入設備です。

ドライ粉末活性炭注入設備
　ドライ粉末活性炭注入設備は、原水中に存在する
カビ臭などの異臭味物質や油脂類の吸着除去に有効な
ドライ粉末活性炭を貯留および注入する設備です。

シャロークリーン
　河川や湖沼の富栄養化が進んだ結果、湖沼・貯水池で
は藍藻類によって引き起こされる『アオコ』が問題となっ
ています。『シャロークリーン』は、『アオコ』の必須要素の
一つである光に着目し、水面の一部を
必要最小限遮光することにより、水中
の生態系を破壊せずに藻類の異常増
殖を制御します。

H

液化炭酸ガス貯蔵槽

気化器

清　水

制御盤

炭酸ガス注入機

炭酸ガス吸込機

着水井

液化炭酸ガス

集塵機

集塵機

活性炭

計量ポッパー

攪拌機

急速スラリー形成器

活性炭スラリー
活性炭移送機

急速スラリー形成器
ドライ活性炭を攪拌によってできる
渦流と循環流に巻き込み、
急速かつ完全にスラリー化します。

給　水

活性炭
貯蔵庫

ドライ粉末活性炭注入設備

炭酸ガス注入設備

納入実績　
　２０１５年度 ３基   処理水量   ５４４～８８,０００㎥ /日
　２０１６年度 －

納入実績　
　２０１５年度 －
　２０１６年度 ４基  処理水量　７，８９５～
                                               １６４，０００㎥／日

納入実績　
　２０１５年度 ５基 遮光面積 ４～１５０㎡
　２０１６年度 １基 遮光面積 ９７㎡

シャロークリーン未設置

シャロークリーン設置
84日経過

　環境技術部では環境関連設備を基本計画から設計・施工・試
運転・引渡しまで、責任ある一貫体制で、常にお客様の立場に
たったエンジニアリングを提供いたします。

環境技術部長　伊藤 彰洋
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さまざまな取り組み

献血功労者感謝状受賞
　第１５回健康いわき２１推進市民大会におい
て、当社が毎年行っている献血の団体協力の取
組みが評価され、日本赤十字社より銀色有功章

（献血功労者感謝状）を授受しました。今後も、
献血の協力のみならず、様々な活動を通して地
域社会に貢献してまいります。

５Ｓ整流化活動
社員全員が一丸となり働きやすい職場を目指し、5S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）整流化活動を行っています。

　２０１６年度は９チームで活動を行いまし
た。
　今回も新入社員チームを結成し、新鮮な
目で各職場をチェックしています。

　　５Ｓ整流化活動報告会　　８回開催
　　５Ｓ整流化活動コンテスト １回開催

過積載防止啓発活動
　レスポンシブル・ケア活動のうち法令順守および安全重視の観点
から、過積載防止に取り組んでいます。１１月１日は計量記念日で
あることから、特に力を入れ過積載防
止啓発活動を行っています。
　この活動は２０１５年から実施してお
り、計量所に「絶対にしない！させない！
過積載禁止」ののぼりを立て、過積載撲
滅を呼びかけています。

過積載禁止の看板

ウェステックいわき計量所とのぼり

２０１６年度新入社員チーム
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従業員に対する取り組み
２０１６年１０月１５日、ウェステック事業部にて勉強会を開催しました。
　例年、様々なテーマで行われている勉強会ですが、今回のテーマは「防
災」です。日常的に行われ
ている作業についてそのリ
スクを再認識することに加
え、場内の消火設備、防
災機材について種類や使
い方などを学び、防災意識
の向上を図りました。
　また、若手社員の育成の
ため、２０１４年より新入
社員教育協歩研修を導入し
ています。

排出事業者向け講演会
　「第三回排出事業者責任講演会～うっかりが怖い！ 廃棄物
処理法の落とし穴～」と題し当社の顧問弁護士による講演会を
２０１６年１１月４日に開催しました。講演では最近話題となっ
た事件を題材に、どの様なことが問題だったのかについて、
その背景となる法律の解説も織り交ぜながら、分かりやすく
ご紹介していただきました。２０１４年から開催しているもの
で、今回は１１０名を超える方々にご参加いただきました。当
社では廃棄物管理に関わる全ての方と共に法令の理解とコン
プライアンスの意識を高めることを目的に情報の提供に努め
てまいります。

省エネ優良事業者としてＳクラス評価
　経済産業省資源エネルギー庁において、過去５年間の省エネルギーに対する取組みをＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの４段
階で評価を行い、当社は省エネが優良な事業者に与えられるＳランクの評価をいただきました。

～省エネの取組み～
　当社では廃油や再生油を利用し、重油等の化石燃料資源の節約
に貢献しています。
　また、廃棄物の性状を見ながら、焼却炉を最適な運転条件で運
転させることで、燃焼効率の向上（＝省エネ）を図っています。
　ウェステックかながわでは、廃棄物を処理した際の排熱を使って
発電を行っています。発電した電力は施設内で使用する他、売電も
行っています。
　他にも、蛍光灯をＬＥＤに変更したり、クールビズ・ウォームビズ
を取り入れるなど、会社全体で様々な取り組みを行っています。

芝田麻里弁護士による講演会

新入社員導入教育協歩研修
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メディカル営業課

RC活動を支える351人

内部監査部

技術開発部

調達部

経理部

RC部

技術企画部

総務部

低濃度PCB営業部

安全衛生部

経営企画部

人事部

東北営業部

今日も一日



30　2017 RCReport 　2017 RCReport　31

ロジスティック部 通運課

ウェステック企画部 企画課

いわき処理部 前処理課作業

いわき処理部 
処理課運転係(7号焼却炉計器室)

営業企画部

環境修復課

ウェステック企画部 分析グループ

ウェステック企画部 技術グループ

いわき処理部 前処理課作業

いわき処理部 処理課作業

いわき処理部(低濃度PCB処理課)

ご安全に！！

いわき処理部(休憩室)

いわき処理部 
処理課(処理係(中和担当))
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環境技術部
計電･環境技術･プラント 各グループ

環境技術部
設計･工事 各グループ

環境技術部
プラント･計電･工事･環境技術 各グループ

環境営業部いわき処理部(工務室)

いわき処理部 
処理課(処理係(中和作業)

いわき処理部 
処理課(処理係(医廃担当))

いわき処理部 設備管理課

いわき処理部 前処理課(仕分係) いわき処理部 
前処理課(前処理係(ソリッド))

いわき処理部 
前処理課(前処理係(リキッド))

いわき処理部
処理課運転係(8号焼却炉計器室)

いわき処理部 前処理課(受付係)いわき処理部 前処理課(薬類係)
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ウェステックかながわ(設備G)

大阪出張所

ウェステックかながわ(前処理) ウェステックかながわ(受付)

ウェステックかながわ(中央管制室) ウェステックかながわ(管理課)

名古屋出張所

茨城営業所東京営業所

川崎物流センター

仙台営業所

事業所（廃棄物処理）

営業所・出張所 A

B
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１９７１年	１２月　　呉羽梱包株式会社設立
１９７５年	１０月　　社名を呉羽業務株式会社に改める
１９７７年	　３月　　福島県産業廃棄物収集・運搬業・処分業許可取得
１９８４年	　７月　　社名を呉羽環境株式会社に改める
１９８６年	１０月　　７号焼却炉　自社開発により設置、稼働
１９９３年	　５月　　８号焼却炉　自社開発により設置、稼働
１９９８年	　３月　　ＩＳＯ１４００１認証取得
１９９８年	　４月　　７号焼却炉　自社開発により更新
２００６年	　４月　　社名を株式会社クレハ環境に改める
２００６年	　６月　　資本金を２億４０００万円に増資
２０１０年	　４月　　かながわ事業所を開設
２０１１年	　４月　　川崎物流センターを開設
２０１２年	　４月　　環境ソリューション事業部を開設
２０１４年	　４月　　ウェステックパークをウェステックいわきに、
　　　　　　　　　　かながわ事業所をウェステックかながわに改める
２０１７年	　３月　　ＩＳＯ９００１認証取得

沿　革

廃棄物に関するお問い合わせ　　　
　営 業 本 部　TEL ０２４６-６３-１３３１
　　　　　　　FAX ０２４６-６３-１３３２

営業に関するお問い合わせ

本RC報告書２０１７は、ウェブサイトでも公開しております。
http://www.kurekan.co.jp/information/

当社は、２０１６年１２月に創立４５周年を迎えました。
人と社会、そして地球環境との調和を大切にする会社として、
これからもたゆまぬ努力を続けてまいります。

エンジニアリングに関するお問い合わせ
　環境営業部　TEL ０２４６-６３-１３５８
　　　　　　　FAX ０２４６-６３-１３５９
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MEMO

いこいの広場 展示コーナー 地域交流ホール
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福島県いわき市錦町四反田３０番地
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◆お問い合わせ先◆

RC本部  TEL. ０２４６-６３-１２３１
　FAX. ０２４６-６３-１２３２

●この印刷物は、「FSC認証紙」を使用しています。

読みやすい、フォント
ワークスUD（ユニバー
サルデザイン）フォン
トを本文に使用してい
ます。

植物油溶剤のインキを
使用しています。

本　社
所在地：福島県いわき市錦町四反田30番地

ウェステックかながわ
所在地：神奈川県川崎市川崎区千鳥町６番１号
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